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ゴール

スタート

カメ

100 m

60 分

61 分 10 秒

36 分 10 秒

★

☆

◎

5 秒

1 分 15 秒

25 分

60 m/分

80 m/分

4 m/分

ウサギ

　ウサギは昼寝を終えて，100÷80
＝     分＝1 分 15 秒後にゴールします。

カメはウサギが昼寝を始めてから

60 分＋1 分 15 秒 − 5 秒＝61 分 10 秒で

ゴールします。

　カメは 100 m を 100÷4＝25 分かか

るので，ウサギが昼寝を始めてから追

い抜くまでに 61 分 10 秒 − 25 分

＝36 分 10 秒＝36     分かかります。ウ

サギが昼寝を始めたとき，ウサギはカ

メよりも★＝4×36     ＝4×
＝144     m（       m）先にいます。

　グラフの◎＝       ÷（60 − 4）＝      分＝2      分＝2 分 35 秒で，昼寝する場所はスタートから☆＝60×     ＝155 m
はなれているので，ゴールまでの道のりは 155＋100＝255 m です。
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　（図 1）正三角形ABG，正

三角形EFH の面積を③，正

六角形 ABCDEF を③×6＝
⑱とします。三角形 ABP は

三角形 ABG の      倍で①，

三角形 EFP は①×2＝②，

GB＝BC，DE＝EH なので，

三角形 PBC と三角形 PGB，三角形 PDE と PEH は面積が等しく，三角形 PCD もふくめて面積比は図の通りにな

ります。PQ で正六角形を 2 つの部分に分けるとき，一方は⑱×    ＝⑥となります。点 Q が CD 上のとき，図 2 の

ようになり，CQ：QD＝1：5 で CQ＝     cm がわかります。Q は A から 2     cm 進んだので，2     分＝2 分 10 秒後

です。点 Q が DE 上のとき，図 3 のようになり，DQ：QE＝1：4 で DQ＝     cm です。Q は A から 3     cm 進んだ

ので，3     分＝3 分 12 秒後です。
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（1）の答え
　平面 KIJL を通る平面で切ると，三角柱

AIJ-BKL の体積は 6×6×    ×10＝180 cm3，

平面 POMN を通る平面で切ると，三角柱

AMN-DOP の体積は 3×3×    ×10＝45 cm3

です。2 つ三角柱の共通部分は底面が三角形

AMN の切断三角柱で，体積は

3×3×    ×              ＝22.5 cm3 です。

立方体 ABCD-EFGH（1000 cm3）から取りの

ぞく部分は，180＋45 − 22.5＝202.5 cm3 な

ので，G をふくむ立体 X の体積は

1000 − 202.5＝797.5 cm3 になります。
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（次のページに続く）

（2）

　3 点 P，Q，R の動く様子は次のページのグラフのように表しました。6 秒ごとに 3 点は A，C，E にもどり，同じ

動きをくり返します。6 秒後に点 P は C 地点，点 Q は E 地点，点 R は A 地点にいます。

　12 秒後に点 P は E 地点に，18 秒後に点 P は A 地点にもどります。P，Q，R が動き始めてから初めて同時に最初

の位置に到達するのは 18 秒後です。

　18 秒が周期になっています。100÷18＝5 あまり 10 で，100 秒後の 3 点の位置

は 10 秒後と同じなので，グラフより，点 P は E 地点，点 Q と R は A 地点にいます。

　周期の18秒間で点Pと点Rが出会うのは，グラフの「↑」に示された4秒後，8秒後，

13 秒後，17 秒後の 4 回あります。99÷4＝24 あまり 3 なので，99 回目に出会うのは 18×24＋13＝445 秒後です。

（1）
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　3 点 P，Q，R の動く様子は次のページのグラフのように表しました。6 秒ごとに 3 点は A，C，E にもどり，同じ

動きをくり返します。6 秒後に点 P は C 地点，点 Q は E 地点，点 R は A 地点にいます。

　12 秒後に点 P は E 地点に，18 秒後に点 P は A 地点にもどります。P，Q，R が動き始めてから初めて同時に最初

の位置に到達するのは 18 秒後です。

　18 秒が周期になっています。100÷18＝5 あまり 10 で，100 秒後の 3 点の位置

は 10 秒後と同じなので，グラフより，点 P は E 地点，点 Q と R は A 地点にいます。

　周期の18秒間で点Pと点Rが出会うのは，グラフの「↑」に示された4秒後，8秒後，

13 秒後，17 秒後の 4 回あります。99÷4＝24 あまり 3 なので，99 回目に出会うのは 18×24＋13＝445 秒後です。
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（1）の答え

（3）の答え

（3）

（4）

　A＋B＝96 になる A，B の組について考えるとき，一

の位の数字の組み合わせで 16 は作ることはできません

（15 以上は作れない）。一の位は 5 通り，十の位は 6 通

りの組み合わせがあるので，5×6＝30 通り（ア）です。

　A＋B＝971 のとき，一の位どうしの和は十の位に 1
くり上げをする 11 です（一の位どうしの和で 1 は作れな

い）。十の位と百の位の和は 96 になり，これは（1）より

30 通りです。A の一の位が 7，B の一の位が 4 のとき，

30 通り（イ）あります。一の位の組み合わせは 4 通りな

ので，A，B の組は全部で 30×4＝120 通り（ウ）です。

　A の一の位が 7，B の一の位が 5 のとき，一の位の和

が 12 になり十の位に１くり上げします。十の位と百の

位の和が 96 なので，（1）より 30 通り（エ）です。

A の一の位が 1，B の一の位が 1 のとき，十の位と百の

位の和が 97 になるときを考えます。

（1）を参考にすると，6×6＝36 通り（オ）です。

上のように整理でき，全部で 30×3＋36＝126 通り（カ）。

★の場合，千，百，十の位の和は 971 なので，（2）より

120 通り。☆の場合，千，百，十の位の和は 972 なので，

（3）より 126 通り。よって，A＋B＝9723 になる組は全

部で 120×2＋126×2＝492 通り（キ）あります。
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A の十の位

B の十の位

7　6　5　4　3　2
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A の百の位

B の百の位
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A の一の位

B の一の位

30 30 30 36（通り）百と十の位
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A の一の位

B の一の位
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